
 

 

「看護基礎教育のあり方に関する懇談会」について 

 

 

１．趣旨 

我が国においては、現在約１３０万人の看護師をはじめとした看護職員が、医療現場

の安全・安心を支え、患者のニーズに見合った看護を提供するなど様々な役割を果たし

ているが、少子・高齢化の進展や医療技術の進歩等の中で、その役割は、ますます重

要なものとなると見込まれる。特に今後の高齢化の進展とともにいわゆる多死社会の到

来を控え、看護職員の資質の向上が一層求められるところであり、平成 19 年４月にとり

まとめられた「看護基礎教育の充実に関する検討会報告書」においても、「今後、（中略）

将来を見渡す観点からの望ましい教育のあり方に関する抜本的な検討を別途早急に行

う必要がある」と指摘されているところである。 

これを受け、今後具体化する新たな医療計画に即した医療連携体制の構築や、在宅

での療養生活を支える地域ケア体制の整備等の医療制度の変革も視野に入れ、将来に

おいて看護師を中心とした看護職員に求められる資質について議論するとともに、少

子・高齢化等我が国の社会構造の変化を踏まえ、そうした資質の高い看護職員を養成し

ていく上での看護基礎教育の充実の方向性について幅広い観点から議論を行い論点を

整理することを目的とする。 

 

２．懇談内容 

少子・高齢化等を踏まえた看護と看護職員に求められる資質、及びそうした資質の看

護職員を養成していく上での看護基礎教育の充実の方向性についての論点整理 

 

３．懇談会委員 

 別紙 

 

４．懇談会の位置付け 

厚生労働省医政局長の私的懇談会とし、会議の庶務は、省内関係課や文部科学省

高等教育局医学教育課の協力を得て医政局看護課が行う 

 


